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I-A-02 妊娠、産褥ラットにおける脂肪組織中 TNF-aの

mRNA量およびアポトーシスについて

ー:if(大学医学部廂科婦人科
川I□1 香、杉山 隆、菅谷亜サ、豊川長康

rn1的）妊娠、産褥に関する糖および脂質代謝の変化は胎児発
育および授乳に対応するための生理的変化である。前者は妊娠

後期におけるインスリン抵抗性の発現として、後者はlfll中脂質

および休脂肪糾織斌の増減として認められる。この代謝のメカ

ニズムについて脂肪組織が産生するアディポサイトカインに注

目し、ラットにおける脂肪組織中のTNF-aのmRNA情を RPA
法により測定した。また脂肪批の変動についてはTNI<'-aによ

るアポトーシスの可能性も考え、DNAラダー法で検討した。（結
果）妊娠5、10、15、20□および産褥5、10Uのラットにおい
てTNF-aのmRNA最は変化しなかった。また妊娠 13、20H 
および産褥1、2、3、5日で脂肪組織のアポトーシスは忍めら

れなかった。（結語）脂肪組織中のTNF--aは妊娠産衡期の代

謝の変化に関与せず、また体脂肪拭の変化はアポトーシスによ

るものではない可能性が示された。
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